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丘

山
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『阿

弥

陀

過

度

人

道

経
』

経

題

と

そ

の

思

想

丘

山

新

呉

・
支
謙
訳
と
さ
れ
る

『
仏
説
阿
弥
陀
三
耶
三
仏
薩
楼
仏
檀
過
度
人

道
経
』
は
、
所
謂

<無
量
寿
経
>

の
最
古
訳
と
考
え
ら
れ
る
浄
土
経
典

で
あ
る
。

こ
の
経
題
は
、
音
写
語

「阿
弥

陀

・
三
耶
三
仏

・
薩
楼
仏

檀
」
と
、
訳
者
に
よ
る
付
加
語
と
看
徹
さ
れ
る

「
過
度
人
道
」
と
の
両

部
分
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
主

目
的
は
、
「
過
度
人
道
」
な

る
語
が
も

つ
中
国
宗
教
思
想
史
上
に
お
け
る
意
義
を
探
る
点
に
あ
る
。

し
か
し
音

写
語
、
特
に

「薩
楼
仏
檀
」
は
文
献
学
的
に
も
、
原
語
に
関

し
て
も
問
題
が
あ
り
な
が
ら
、
従
来
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
た
め
、
先
ず

そ
れ
に
関
す
る
問
題
を
提
示
し
て
お
こ
う
。

阿
弥
陀

・
三
耶
三
仏

・
薩
楼
仏
檀
-
「
阿

弥
陀
」
の
対
応
原
語
に

関
し
て
は
未
だ
に
確
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
は
藤
田
宏
達

『
原
始
浄

土
思
想
の
研
究
』
に
従
い
A
m
itab
h
a
「無
量
の
光
明
」
、
「
三
耶
三
仏
」

は

sam
y
a
k
-
sam
b
ud
d
h
a
「正
等
覚
者
」
と
比
定
し
て
お
こ
う
。
さ
て

「
薩
楼
仏
檀
」
の
原
語
は
、
結
論
か
ら
言
え
ば
未
詳
で
あ
る
が
、
次
の

点
を
指
摘

し
て
お
こ
う
。
第

一
に

「薩
楼
仏
檀
」
と
す
る
の
は
高
麗
蔵

本
の
上
巻
首
題
の
み
で
あ
る
こ
と
。
『出
三
蔵
記
集
』
を
始
め
、
『大
唐

内
典
録
』
『開
元
釈
教
録
』
な
ど
の
諸
経
録

は
、

経
題
を

フ
ル

・
ネ
イ

ム
で
記
す
場
合
、

こ
の
部
分
は

い
ず

れ
も

「薩
楼
檀
」
と
し
、
「仏
」

を
加
え
な
い
。
い
か
な
る
理
由
で
高
麗
蔵
本
に

「仏
」
字
が
加
わ
っ
た

の
か
は
未
詳
で
、
ま
た
、

そ
れ
に
し
て
も
原
語
が
推
定
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
た
め
、
「薩
楼
檀
」
が
正
し
い
と
も
速
断

で
き
な

い
。
ま
た
第

二
に
、

こ
の
音
写
語
の
原
音
価
を
推
定
す
る
た
め
に
、
本
経
中
の
音
写

語
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
各
字
を
調
べ
た
結
果
、
特
に

「
楼
」
字
は

次
の
よ
う
な
特
徴
を
示
す
。

楼

夷

亘

羅
-

L
ok
e
sv
a

蓋

楼

亘
-

A
v
a
lo
k
ite
s
v
a
r
a

楼
波
黎
波
-

L
ok
ap
rad
ip
a

「楼
」
は
上
古
音
韻
系
音
価
は
l
u
g
で標
記
さ
れ

(董
同
噺

『
上
古
音
韻

表
稿
』)
、
丁
度
、
右
の
用
例
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
因
に
附

言
し
て
お
け
ば
、
例
え
ば
こ
の

「
楼
」
は
切
韻

・
広
韻
等
の
中
古
音
韻
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系
音
価
で
は
入
声
語
末
子
音

を
失

い
、
l
e
u
に変

化
す
る

(
B
.
 

K
arlg
-

re
n
;
 
O
r
a
m
m
a
t
a
 
S
e
r
i
c
a
 
R
e
c
e
n
s
a
)
。

こ
の
よ
う
な
入
声
語
尾
-
p
,
 
-
t
,
 
-

k

の
消
滅
か
ら
み
た
上
古
音
系
よ
り
中
古
音
系

へ
の
移
行
は
、
地
域
差
は

あ
ろ
う
が
、
例
え
ば
五
世
紀
初
の
鳩
摩
羅
什
訳
で
は

「楼
」
は
中
古
音

系
音
価
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
、
三
世
紀
末
よ
り
四
世
紀
中
葉
に
か
け

て
生
じ
た
も
の
、
と
私
は
推
定
し
て
い
る
。

こ
の
現
象
は
従
来
注
目
さ

れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
鳩
摩
羅
什
時
代
に
至
る
ま
で
の
訳
注
の
問
題
を

採
る
際
に
、
ひ
と
つ
の
手
懸
り
と
な
ろ
う
し
、
逆
に
仏
典
の
音
写
語
は

こ
の
時
代

の
中
国
音
韻
研
究
に
も
重
要
な
資
料
と
な
ろ
う
。

い
ず
れ
に

せ
よ
、

こ
れ
ら
の
こ
と
を
含

め
、
「薩
楼
檀
/
薩
楼
仏
檀
」
の
対
応
原

語
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
に
侯

つ
。

な
お
、

こ
の
音
写
語
部
分
は
そ
の
後
の
中
国
人
に
も
不
可
解
で
あ
っ

た
ら
し
く
、
宋

・
王
日
休

『
仏
説
大
阿
弥
陀
経
』
序
に
は

「
阿
弥
陀
過

度
人
道
経
」
な
る
呼
称
が
あ
ら
わ
れ
る
。

過
度
人
道
-
経

題
の
こ
の
部
分
は
、
本
稿
の
後

の
論
証
か
ら
強
く

推
論
さ
れ
る
よ
う
に
訳
者
に
よ

っ
て
附
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
且

つ

そ
れ
は
、
本
経
が
当
時
の
中
国
宗
教
思
想
世
界
に
あ
ら
わ
れ

つ
つ
あ

っ

た
救
済
思
想
に
呼
応
し
て
受
容
さ
れ
た
こ
と
を
象
徴
し
、
暗
示
す
る
も

の
で
あ
る
。

ま
ず
、
「過
度
」
の
用
例
を
総
挙
し
て
お
く
。

(1)

仏
言
、
阿
難
、
今
諸
天

・
世
間
帝
王
・
人
民
及
蝸
飛
・
蠕
動
之
類
、
汝

皆
度
脱
之
。
仏
言
、
仏
威
神
甚
重
、
難
当
也
。
汝
所
間
者
甚
深
。
汝
乃
慈

心
、

仏
所
哀
諸
天

・
帝
王

・
人
民
若
比
丘
僧

・
比
丘
尼

・
優
婆
塞

・
優
婆

夷
。
大
善
。
当
爾
皆
過
度
之

(大
正
蔵
十
二
巻
、
三
〇
〇
申
)

(2)

(阿
弥
陀
仏
)
於
世
間
教
授
、
意
欲
過
度
八
方
上
下
諸
無
央
数
仏
国
諸

天

・
人
民
及
蝸
飛

・
蠕
動
之
類
、
欲
使
往
生
其
国
、
悉
令
得
泥
潭
之
道
。

阿
弥
陀
仏
所
度
脱

(同
、
三
〇
八
下
)

偶

在
他
方
異
仏
国
、
教
授
八
方
上
下
無
央
数
諸
天
・
人
民
及
蝸
飛

・
蠕
動

之
類
、
莫
不
得
過
度

・
解
脱
憂
苦

(同
、
三
〇

一
上
)

(4)

過
度
、
解
脱
、

能

升
入
泥

疸

(同
、

三

一
一
下
)

ナ
ソ
ジ
ラ

(5)

(阿
弥
陀
仏
)
我
哀
若
曹
子
、
欲
度
脱
之
。
…
…
皆
得
明
慧
、
心
悉
開

解
、
莫
不
得
過
度

・
解
脱
憂
苦
者
。
…
…
仏
皆
慈
哀
、
悉
度
脱
之

(同
、

三

六
中
)

(1)
、
(
2
)
の用
法
は

「渡
し
済
う
、
救
済
す
る
」
、
(
3
)
、
(
4
)
、
(
5
)

の
用
法

は

「渡
る
、
超
越
す
る
」
の
意
。
換
言
す
れ
ば
、

前
者
で
は
主
体
は
阿

弥
陀
仏
等
で
あ
り
衆
生
は
そ
の
救
済
の
対
象
、

後
者
で
は
主
体
は

一
応

衆
生
で
あ
る
。
な
お
、
後
述
す

る
が
、
「
過
度
」
「
過
」
「度
」
を
他
動

詞

の
ご
と
く

「済
う
、
救
済
す
る
」
の
意
味
で
使

い
始
め
る
の
は
後
漢

時
代
、
も
し
く
は
初
期
漢
訳
仏
典

(即
ち
本
経
)
か
ら
で
あ
ろ
う
。
逆
に

い
え
ば
、
後
に
結
論
づ
け
る
よ
う
に
、

こ
の
言

葉

の
意
味

の
変

化
か

ら
、
当
時
の
時
代
思
潮
、
人
び
と
の
願

い
を
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
用
例
(
1
)
、
(
2
)
、
(
5
)

に
あ
ら
わ
れ

る

「
度
脱
」
は
、

い
ず

れ
も

「
救
済
す
る
」

の
意
で
、
「
過
度
」
と
ま
っ
た
く
同
じ
意
味

を
あ

ら
わ
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
経
の
異
訳
経
典
で
あ
る

『
平
等
覚

経
』
が

「度
脱
」
を

「
過
度
」
と
置
き
か
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
よ
り

『
阿
弥
陀
過
度

人
道
経
』
(
丘

山
)
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『
阿
弥
陀
過
度
人
道
経
』
(
丘

山
)

明
ら
か
で

あ
る

(本
経

「聞
知
者
莫
不
度
脱
也
」
三
〇
三
上
、
覚
経

「聞
知

者
莫
不
過
度
者
」
二
八
二
中
)
。

と
こ
ろ

で
さ
ら
に
本
経
で
、
「
救
済
す
る
」
も
し
く
は

「超
越
す
る
」

の
意
を
あ
ら
わ
す
語
と
し
て
は
、
「
解
脱
」
「度
出
」
「超
絶
」
「
度
世
」

な
ど
が
あ

る
。
そ
こ
で
試
み
に
こ
れ
ら
の
語
が
、
本
経
全
体
の
中
に
ど

の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
か
、

つ
ま
り
、
翻
訳
に
際
し
て
中
国
で
附
加

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
所
謂

「
五
悪
段
」
と
そ
の
他
の
部
分
と
で
ど
の

よ
う
に
分
布
し
て
い
る
か
を
調
べ
よ
う
。

そ
し
て
、
五
悪
段
が
本
経
の
30
%

の
割
合
を
占
め
て
い
る
こ
と
と
考
え

あ
わ
せ
る
と
、
こ
れ
ら

一
群
の
語
彙
が
五
悪
段
に
あ
ら
わ
れ
る
割
合
は

異
常
に
高

い
と
い
わ
ざ
ろ
う
え
な
い
。
ま
た
、
五
悪
段
以
外
の
部
分
に

お
い
て
も
、

こ
れ
ら
諸
語
彙
に
対
応
す
る
原
語
は
、
少
な
く
と
も
現
存

梵
本
の
対
応
箇
所
に
は
見
出
し
え
な
い
。

こ
れ
ら
の
事
実
が
意
味
す
る

こ
と
は
重
大
で
あ
る
。
麦
谷
邦
夫

「初
期
道
教
に
お
け
る
救
済
思
想
」

(『東
洋
文
化
』
五
七
号
、

一
九
七
七
年
三
月
)
が
明
示
し
た
ご
と
く
、
中
国

に
お
い
て
他
者
救
済
を
明
確
に
志
向
す
る
宗
教
的
救
済
思
想
が
出
現
し

て
く
る
の
は
紀
元
二
世
紀
後
半
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
、

と
い
う
事
実
と
呼
応
す
る
わ
け
で
あ
る
。
即
ち
、

こ
の
よ
う
な
当
時
の

中
国
の
時
代
思
潮
を
背
景
に
、
そ
れ
ろ
を
担

っ
た
か
た
ち
で

こ
れ
ら

「
過
度
」
な
ど
と
い
う
諸
語
彙
が
訳
者
に
よ

っ
て
附
加
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
自
由
に
語
彙
を
使

い
う
る
五
悪
段
に
こ
そ

こ
れ
ら
の
特
徴
語
が
よ
り
多
く
出
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
本

経
を
は
じ
め
、

い
わ
ゆ
る
無
量
寿
経
経
典
類
は
、
同
じ
く
大
乗
経
曲
と

は
い
い
な
が
ら
、
絶
対
者
に
よ
る
わ
れ
わ

れ
衆
生

の
救
済
を
説

く
点

で
、
他
の
大
乗
経
典
類
と
は
そ
の
本
質
的
構
造
を
異
に
し
た
も
の
で
あ

る
。
本
来
そ
の
よ
う
な
特
徴
を
も

っ
た
本
経
曲
が
、
ま
さ
に
救
済
思
想

を
求
め

つ
つ
あ

っ
た
中
国
民
衆
に
、
そ
の
よ
う
な
中
国
宗
教
世
界
に
受

容
さ
れ
、

そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
翻
訳
の
際
に
も

こ
れ
ほ
ど
に
多
く
の

救
済
を
あ
ら
わ
す
語
が
附
加
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
状

況
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
経
題
に
も

「
過
度
人
道
」
な
る
語
が
加
上
さ
れ

た
の
だ
、
と
断
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

本
経
典
が
翻
訳
さ
れ
た

後
、

こ
の
救
済
思
想
が

「
(過
)
度
人

(道
)
」

と
い
う
語
に
典
型
的
に

示
さ
れ

つ
つ
、
多
く
の
道
教
経
典
に
影
響
を
与
え
、
受
容
さ
れ
て
い
っ

た

こ
と
も
後
述
す
る
と
お
り
で
あ
る
。

次
に

「
人
道
」
の
用
例
を
総
て
挙
げ
て
み
よ
う
。

(1)

第
十
九
願
、
使
某
作
仏
時
、
八
方
・
上
下
無
央
数
仏
国
諸
天

・
人
民
・

娼
飛
・
蠕
動
之
類
、
皆
令
得
人
道
、
悉
作
辟
支
仏

・
阿
羅
漢

(同
、
三
〇

二
上
、
ま
た
三
〇
八
下
に
も
ほ
ぼ
同
文
)

(2)

復
令
他
方
面
各
千
須
弥
山
仏
国
中
諸
天

・
人
民

・
蝸
飛

・
蠕
動
之
類
、
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皆
復
使
人
道
、
悉
令
作
辟
支
仏

・
阿
羅
漢

(同
、
三
〇
九
上
)

残
念
な
が
ら
、
本
経
に
は
、
「
過
度
人
道
」
「
度
脱
人
道
」
の
よ
う
な

用
例
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
文
脈
な
し
に
経
題
の

「過
度
人
道
」
な
る

語
を
解
釈

す
る
と
、
(
1
)
「
人び
と
を
救
済

す
る
」
と

い
う
意
味

の
ほ

か
、
(
2
)
「
人間
世
界
を
超
越
す
る
」
と
い
う
意
味
に
も
と
れ
そ
う
で
あ

る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
仏
教
伝
来
以
前
の
中
国
古
典
に
お
け
る

「
人
道
」

の
用
例
、
用
法
を
調
べ
て
み
よ
う
。

『
礼
記
』
喪
服
小
記

「
親
親
、
尊
尊
、
長
長
、
男
女
之
有
別
、
人

道
之

大
者
也
」

こ
の
用
例

は
、
社
会
の
道
徳

・
規
範
、
人
倫
、

す
な
わ
ち
人
と
し
て
歩

む
べ
き
道

を
意
味
し
、
他
の
用
例
も
多
い
。
し
か
し
、
本
経
と
は
直
接

の
関
わ
り
は
な
い
。

『荘
子
』
天
道
篇

「夫
天
地
至
神
、
而
有
尊
卑
先
後
之
序
、
而
況
人
道
乎
。

宗
廟
尚
親
、
朝
廷
尚
尊
、
郷
党
尚
歯
、
行
事
尚
賢
、
大
道
之
序
也
」

『
易
』
謙
卦

「天
道
脇
盈
而
益
謙
、
地
道
変
盈
而
流
謙
、
鬼
神
害
盈
而
福

謙
、
人
道
悪
盈
而
好
謙
」

こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
人
間
世
界
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の

用
例
に
従
え
ば
本
経
の

「人
道
」
も

「
人
間
世
界
」
と
解
釈
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

ま
た
確
か
に
本
経
の
用
例
も

「
人
間
と
し
て
の
在
り
方
」
と

解
釈
す
る
の
が
、
文
脈
上
も
最
も
自
然
で
あ
る
。
従

っ
て
、
中
国
古
典

の
用
例
、

及
び
本
経
の
用
例
に
由

る
限

り
、
「
過
度
人
道
」
は

「
人
間

世
界
、
人
聞
と
し
て
の
在
り
方
を
超
越
す
る
」
の
意
で
解
釈
す
る
可
能

性
も
あ
る
が
、
先
に
見
た
「
過
度
」
「度
脱
」
の
他
者
救
済
的
な
用
法
、

さ
ら
に
本
経

の
趣
旨

即
ち
阿
弥
陀
仏
に
よ
る
衆
生
救
済

を
考
慮
す
れ
ば
、
や
は
り

「
人
間
世
界
を
救
済
す

る
」
、
し
い
て
は
「
人

び
と
を
救
済
す
る
」
の
意
で
解
釈
す
る
方
が
よ
り
相
応
し
い
と
い
え
よ

う
。
そ
し
て
こ
の
語
は
、

こ
の
後

「度
人
」
と
し
て
約
め
ら
れ
、
麦
谷

前
掲
論
文
の
指
摘
す
る
ご
と
く
中
国
宗
教
思
想
の
流
れ
の
な
か
で
救
済

思
想
を
あ
ら
わ
す
典
型
的
な
根
源
語
と
な

っ
て
ゆ
く
。
ま
た
、
も
し
本

経
の
訳
者
が
支
謙
だ
と
す
る
と
、
彼
の
訳
に
な
る

『
維
摩
詰
経
』
に
あ

ら
わ
れ
る

「
度
衆
生
」
(
五
回
)
、
「度
人
」
(
二
回
)
、
「度
斯
下
劣
人
」

「
度
諸
衆
生
」
「
度
諸
世
間
」
(各
一
回
)
、
「度

脱

衆
生
」
(二
回
)
、
「度

脱

一
切
衆
生
」
「
度
脱
無
数
衆
」
(各
一
回
)
な
ど
の
救
済
思
想
を
示
す
語

と
相
侯

っ
て
、
中
国
宗
教
思
想
史
上
に
与
え
た
本
経

の
影
響
は
測
り
知

れ
ぬ
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
道
教
側
で

「
度
人
」
な
る

語

が

あ

ら

わ

れ

る

の
は
、

『
元

始

無

量

度

人

上

品

妙

経

』

な

ど

宋

よ

り

斉

に

か

け

て

成

立

し

た

と
考

え

ら

れ

る

経
典

か

ら

で

あ

る
と

い
う
。

な

お

さ

ら

に
、

江

南

地

方

の
古
来

の
宗

教

的

伝
統

に

お

い

て
、

上

清

経

典

類

か

ら
霊

宝

経

曲

類

へ
と

農
開

し

て

ゆ

く

な

か

で
、

本

経

典

が

果

し
た

役

わ

り

も

ま

た

注

目

さ

れ

よ

う

(
Ste
p
h
e
n
 
R
.
 

B
o
ke
n
k
a
m
p
;
 So
ur
ce
s
 
o
f

th
e
 L
in
g
-p
a
o
 
S
c
r
i
p
t
u
r
e
s
-
T
a
n
t
r
i
c
 

a
n
d
 T
a
o
ist
 Stu
d
ie
s
 
in
 h
o
n
o
u
r
 o
f

R
.
 
A
.
 
S
te
i
n
.
 
1
9
8
3
)
。
特

に
後

者

の
問

題

は
、

本

経

が

江

南

の
呉

地

方

で

翻

訳

・
成

立

し
た

こ
と
を

逆

に

暗

示

す

る
も

の
、

即

ち
支

謙

訳

で

あ

る

こ

と
を

暗

示

す

る

も

の

と

し

て
興

味

が

あ

る
。

(
日
本
大
学
講
師
)

『
阿
弥
陀
過
度

人
道

経
』

(丘

山
)
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